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水草の集いに参加して

去 る 8 月19日〜20日にかけて水草研究会第22回 

全国集会が宇都宮にて開催され，初めて参加させ 

ていただきました.

19日は午前中に栃木県立博物館にお邪魔して標 

本を閲覧させていただき，自分の研究対象である 

コウホネ属の標本とその他水草標本を見せていた 

だきました.今回の大会事務局でいらっしゃる野 

口さんの御名前をラベルの中にたくさんお見受け 

いたしました.宇都宮周辺で精力的に水草を採集 

しておられるようで， どのような方なのか…と午 

後からの大会に期待が募ります.

博物館で若干長居をしたせいか，大会開始時刻 

に遅れてしまい，会長のお話を途中からお聞きす 

ることになりました.会場にはちょうどよい人数 

がおさまって，見やすく，聞きやすい広さの教室 

だったと思います.受付では冷たい飲み物も配ら 

れて，北海道から宇都宮に出てきた者にとっては 

うれしいお心遣いでした.

さて，講演です.演者は大学や公的試験研究機 

関の研究者，環境アセスメント関係の方，趣味 

(既にこちらが本業になりつつある？）で研究さ 

れている方…と多彩な顔ぶれ.演題もフロラから 

保全生態学まで様々な取り合わせで聞き応えがあ 

りそうです.私は北海道のフィールドしか見たこ 

とがないので，どうしても頭の中のイメージは北 

海道になりがちなのですが，本州各地の水草の様 

子をお聞きしながら直感的な部分もありますが北 

海道と重ねて考えてみたり比較して考えてみたり 

と，有意義な時間が過ごせました.

まずはじめの神谷さんと國井先生の講演では， 

リュウノヒゲモが水鳥に喰われることにより生長 

に影響が出ることや，冬に悪化した水質を夏にリュ 

ウノヒゲモが浄化するというお話でした.北海道
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では，オホーツク海岸の汽水湖である濤沸湖の湖 

岸にかなりの量のリュウノヒゲモが生育している 

場所があるのを見たことがあります.オホーツク 

海岸の湖沼はハクチョウ等，渡り鳥の中継地とし 

て知られていますが，今回のお話のような水鳥と 

水草の関係があるのかも知れません.

次に薄葉さんの「尾瀬沼の水生植物相」につい 

ての講演では，尾瀬のように研究者がたくさん入っ 

てきた場所でも未だ記録されていない水草がある， 

ということと広範囲に及ぶ地域のフロラ作りには 

時間がかかるということを改めて知らされた気が 

しました.ササエビモとエゾノヒルムシロの構造 

上の違いについてのお話も大変参考になりました.

その次の講演は櫻井さん達の「美々川流域の水 

生植物」についての講演でした.私がするまでも 

ないのですが，美々川の紹介をさせていただくと… 

空路で北海道にいらした経験のある方は御存じか 

もしれませんが，津軽海峡を渡りきって "北海  

道大陸"の上空に入って程なくすると眼下に見 

えてくる湖がウトナイ湖，さらに千歳空港に向け 

て高度を落として行く間ずっと見えている蛇行し 

た川が美々川です.美々川は源流部に湧水のある 

河川ですが，千歳川と比べると小さな河川で，ウ 

トナイ湖に流入する主な河川として知られていま 

す.講演の中でもおっしゃられていたように，橋 

が水草観察ポイントで，流水中にバイカモ類，コ 

ウホネ， ミクリ属植物等が観察できます.私が見 

たポイントでは，花を付けているミクリ属植物は 

ほとんどなく，沈水状態もしくは水面にたゆたう 

状態のものが大半でした.今回の講演では水位変 

動と水草の関係を述べられていましたが，抽水状 

態になることができず花を付けるところまで成長 

しきれないのは，講演でおっしゃっていたような

— 26 —



水 草 研 会 報 Ma 7 1 (2  0 0 0 )

水位変動が周期的に起きているからだろうか？と 

思いました.しかし，そんな単純なメカニズムで 

はないのかもしれません.

北海道には代表的な河川•湖沼でさえ水生植物 

相については未調査のところが多いので，まだま 

だ "水草未開の地” です.一方で都市部や農村 

部の小さな沼はどんどん消えていくだろう，と私 

個人としては危機感をもっているので，私以外に 

北海道にも水草を気にしている方々がいらっしゃ 

ると思うと，嬉しく思ってしまいます.（北海道 

の水草紹介になってしまってすみません.）

角野先生の講演では，11年間にもわたる調査結 

果から河川改修により単調な川になることで多様 

な生育環境がなくなり水草が消えていくこと，河 

川流域全体の生態系を考えなくてはならないこと. 

を示されました.また，水辺の国勢調査では水中 

の植物はあまり調査されていない，ということも 

指摘なさっておられました.長期にわたる地道な 

定点観察は説得力があると感じました.

多自然型川づくりや人工生態礁の話を聞いて， 

花が目立つからと言ってキショウブを植えたり， 

もともとその河川に生育していたかどうかわから 

ないような植物を移植したりすることに素人なが 

ら非常に疑問を感じました.私も自然状態に近い 

沼で場違いな赤い花を咲かせた園芸品種のスイレ 

ンの一群を目にして驚いたことがあります.しか 

し，「多自然型」 と銘打った事業が実際にどのよ 

うに行われているのか，ということを知ることが 

できました.関岡さん達の講演でお聞きした中池 

見での取り組みのように，人間活動と自然生態系 

との共存という点での意識は西高東低と聞いては 

いましたが，その後の懇親会でそのような事業に 

使用する椰子マットや植物の苗などを販売する造 

園資材会社もあるということを知り，自分の勉強 

不足を恥じるとともに既に産業として社会の中に 

根付きつつあるのだということに驚きました.

最後は時間の関係上駆け足になりましたが，野 

口さんの栃木県の水生植物についてのお話は，か

なり綿密に文献を調べてしかも現地の様子も把握 

しておられるということで，野口さんはかなりの 

猛者らしい…ということがわかりました.各地域 

にこのように地道で熱心な方がいらっしゃること 

で支えられている部分は大きいと思います.特に， 

何十年も前からその地域に暮らして，人間活動の 

変化と植物の変化とをつぶさに見つめ続けている 

ということは重要なモニタリングと言えるのでは 

ないでしようか.

講演が終わると，記念撮影の後，マイクロバス 

や自家用車で懇親会会場の中華料理店まで.初対 

面の方に囲まれ，社会人の方が多いせいか始めは 

どうしたらよいのやら… という感じでしたが，大 

人の社交辞令はまずは名刺交換.そこから会話が 

進んでいくのでした.私の研究対象，コウホネ属 

に興味を持っておられる方もいらっしゃって，や 

はりN u p h a rに手を焼いた経験のある方は多いの 

だな…と思いました.学生の参加は少ないようで 

したが，卒論でフロラづくりをするために船舶免 

許まで取得し，先輩と共同で船や魚探も購入した 

という方もいて，やはり私も高枝切りだけでなく 

もっと"採集兵器” を工夫せねば， と切に感じ 

ました.その他にも，様々な方と情報交換できま 

した.

翌20 Q のエクスカーシヨンは野口さんの案内で 

宇都宮近郊の河川巡りです.ただ…初めて参加す 

る私は採集できるとはつゆ知らず，何も採集道具 

を持ってきていなかったのが‘海やまれました•

宇都宮駅前はごみごみした感じがして宇都宮は 

都会だ… と感じていたのですが.一旦郊外に出る 

とタイムスリップしたようなのどかな稲作地帯. 

小さな水路に澄んだ水が流れ， ミズニラが雑草と 

して繁茂しているなんて！！ 休耕田にはオモダカ 

属らしき植物が何気なく白い花を咲かせているな 

んて！！…と，感動の連続でした.

まず始めの野元川で，皆さんズボンの裾をたく 

しあげ，憶することなく川の中に入り，ノモトヒ 

ルムシロを探すも，それらしいものはあまり見つ
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からなかったようでした.根古屋川では野口さん 

謹製の水中メガネでアイノコイトモを観察できま 

した.何個か準備されたこのメガネは引っぱり咸 

でした.昼食をいただいた公園の近くにはバイカ 

モの群生地があったそうですが，標本を押してい 

たら見に行く時間がなくなってしまし、残念でした. 

最後の鬼怒ふれあいビーチでは，流行歌流れるに 

わかづくりの水泳場の人だかりを後目に，カラメ 

ドハギなど珍しい植物や湿地の植物を観察しまし 

た.ここの湿地はこのまま遷移が進むとなくなっ 

てしまいそうな気がしました.そして，待機して 

いたバスに分乗して解散.

北海道には除雪の関係か水路（明渠）があまり 

ありませんし，水田にこれほど水草が生えている 

場所を私はまだ見たことがありません.今回のエ 

クスカーシヨンでそれだけ本州の水生植物の生育

環境が多様であることに気がつきました.今回案 

内していただいた場所以外にも， 日光の中禅寺湖 

周辺や渡良瀬遊水池のある栃木県は“水生植物 

の宝庫”に思えてしまいます.是非ともこのま 

ま残っていて欲しいと思います.

解散後，宇都宮駅の片隅にしゃがみ込み，なに 

やら新聞紙に緑っぽい物体を黙々と挟み込む学生 

が 2 名ほど出没したそうです.幸い，職務質問は 

免れたようですが.

火会事務局として飛び回ってくださった野口達 

也さん，角野康郎先生はじめ水草研究会幹事の方々， 

お疲れさまでした.来年の開催地は決まりません 

でしたが，是非ともまた参加したいと思います. 

…その前に，会報に何か書きたいものです.
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